
南陽市ゼロカーボンシティ宣言 

～２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指して～ 

 

近年、世界中で地球温暖化が原因とされる異常気象により、自然災

害が頻発・激甚化し、今や私たちの生命や暮らしが脅かされる状況に

ある中、地球規模での温暖化対策が求められています。 

2015 年に合意されたパリ協定では、「産業革命からの平均気温上

昇を２℃未満とし、１．５℃に抑えるよう努力する」との目標が国際

的に広く共有されました。その後、2018年に公表されたＩＰＣＣ（国

連の気候変動に関する政府間パネル）の特別報告書では、「気温上昇

を２℃よりリスクの低い１．５℃に抑えるためには、2050年までに

二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする必要がある」と示されていま

す。 

南陽市は、北に丘陵、南に沃野、すぐれた伝統と歴史をもった未来

あるまちです。今こそ市民・事業者と力をあわせ、未来永劫にわたっ

て誰もが安心して住み続けられるよう次世代につないでいくため、

2050年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボン

シティ」へ挑戦することをここに宣言します。 
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